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尾道市における空き家再生活動への参加報告(そ の3)

川 窪 広 明、 松 富 謙 一・、 井 之 上 節 朗

概 要

本報告は、2011年 度特別研究 「尾道空き屋再生プロジェクト参加による学生の社会体

験教育と建築の学習に対するモティベーション向上」に関するものである。この特別研

究は、尾道市で空 き屋再生活動に取 り組んでいるNPO法 人 ・尾道空 き屋再生 プロジェ

ク トとの協働により、実際の住宅再生作業を通 して学生に社会体験をさせることを主な

目的するもので、本年度で3年 目を迎 えた。なおこの研究は、2010年 度に引 き続 き、大

手前大学より研究費補助を受けて実施 された。

本報告では2011年4月 から6月 まで行った森の家の裏門工事、8月 に行われた夏合宿、

10月 から12月 まで行ったアクアの森のステージ工事について紹介する。

キーワー ド:空 き家再生 尾道市NPO持 続可能な社会 斜面地

1.は じ め に

筆者 らは、2009年 度 より大手前大学か ら特別研究費の補助を受け、「尾道空 き屋再生

プロジェク ト参加 による学生の社会体験教育 と建築の学習に対するモティベーシ ョン向

上」 として、NPO法 人 ・尾道空 き屋再生プロジェク トとの協働による尾道市の空 き屋

再生活動に取 り組んで きた1)2)。この活動に2009年 か ら2年 続けて参加 した3名 の学生

は、2011年3月 に卒業 し、2名 が就職、1名 が近畿大学の大学院修士課程に進学 した。

就職 した学生によると、就職試験の面接 において尾道での活動を話題 にしたところ、学

生時代の社会活動 として面談者か ら高 く評価 されたとのことであった。また大学院に進

学 した学生によると、この活動を通 して 「まちづ くり」に興味がわき、大学院進学を決

意するきっかけとなったと語っていた。

2011年 度 も引き続 き大学より特別研究費を得て、尾道市において活動 を行った。本年
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の 参 加 学 生 は、4年 生1名 、3年 生2名 の3名 で 、 全 員 が 新 に 参 加 す る メ ンバ ー で あ っ

た 。 本 報 告 で は 、2011年4月 か ら12月 まで の 活 動 に つ い て述 べ る。

2.活 動 内容

2-1森 の家フェンス工事および裏門工事

2年 前の夏合宿の現場 となった尾道市東土堂町の森の家 は、現在、NPO・ 尾道空き

家再生プロジェク トがゲス トハウス として使用 してお り、本学も活動時の宿泊所 として

利用 している。 しかし、2011年1月 にNPOは 、近隣住民か ら森の家西側 にある鉄製の

古い裏門が傾いて危険なため撤去するよう要請 された。また同時にその周辺の崖に生い

茂った笹や雑木の刈 り取 りも要請された。そこで2月 と3月 に昨年度のメンバーがこれ

らの作業 を行った。その際、笹や雑木を刈 り取った部分の斜面がむき出しとなり、夜の

通行の際に危険なため仮柵 と常夜灯注1)を設置 した(写 真1)。

本年度最初の作業 として、仮柵 に変わる常設 フェンス と、新 しい裏門の設置工事 を

行った。

写真1森 の家裏口の仮柵

2-1-1フ ェン ス 工 事

4月29日 、30日 、5月1日 、28日 、29日 の 延 べ5日 間 で 、 フ ェ ンス の 設 置 工 事 を行 っ

た 。 こ れ は、 石 垣 の 上 に積 ん だ2段 の ブ ロ ック上 に ネ ッ トフ ェ ンス を取 り付 け る工 事 で

あ る。 ネ ッ トフ ェ ンス は、 積 水 樹 脂(株)の ネ ッ トフ ェ ンスG10シ リ ー ズ(長 さ2m×

高 さ1m、 色:黒)を2枚 使 用 した 。

4月29日 か ら5月1日 ま で の 工 事 で は 、 ブ ロ ッ ク に差 し込 む 鉄 筋 の取 り付 け を 行 った 。

最 初 に石 工 用 の ドリル を使 用 して 石 に 穴 を空 け、 そ こ に打 ち 込 ん だ ホ ー ル イ ンア ン カー

に直 径9mmの 異 形 鉄 筋 を差 し込 ん で 固 定 す る方 法 を試 み た が 、 石 が 硬 い花 尚 岩 で あ っ

た た め 、石 工 用 ドリル で も穴 を開 け る こ と は不 可 能 で あ っ た 。 そ こ で石 垣 上 部 の石 の 隙

注1)昼 間 に太陽電池で充電 し、夜 になると一定時間LEDが 点灯 して通路端部を示す常夜灯。
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問に直接鉄筋を差 し込む方法を採用 した。この方法は単純で施工 しやすいが、鉄筋の間

隔をブロックのサイズに合わせて配置するのは難しい。すなわち、通常は鉄筋をブロッ

クの接続部分に差 し込むように配置するが、石垣の隙間はブロックの寸法と必ずしも一

致 しないのである。そこで通常の工法 とは異なるが、今回はブロックを2段 しか積 まな

いので特に強度に問題はないと判断し、鉄筋をブロックの穴に通 してからモルタルを詰

めて固定 した。ブロックは、図1の ように8個 を一列に配置し、両端 に1個 ずつ列に対

して直角に配置 した。また両端のブロックのAの 部分は、メッシュフェンスのポールを

差 し込むためスチフナを取 り除いた。

5月28日 まで一ヶ月間モル タルを養生 した後、フェンスポールの根本 を2段 目のブ

ロックの穴に7cm差 し込み、モルタルを詰めて固定 した。同時にポールを差 し込まな

いブロックの穴にもモル タルを詰めた。6月28日 まで一 ヶ月間モルタルを養生 して、

ポールが十分に固定されたことを確認した後、図2の ように2枚 のネッ トフェンス取 り

付けた。なお、ネッ トの連結部分は、仕様書に従って4箇 所の固定金具によって固定 し

た(写 真2)。
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図1フ ェンス用 基礎 ブロ ックの配 置 図2フ ェンス立 面図

写真2ネ ッ トフ ェンスの 接続 箇所

2-1-2裏 門工事

新 しい裏門は、学生に木工事の体験 させることを目的に木製の門として設計 した。門

柱および門扉の設計図をそれぞれ図3と 図4に 示す。

4月29日 、30日 に基礎工事を行った。 まず地面 を30cm掘 り下げ、底から10cm程 度の
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厚 さに破砕 したコンクリー ト瓦注1)を入れ、 タコ注2)で突き固めて割栗石 とした。その上

に厚 さ12.5mmの コンパネで作製 した基礎 コンクリー ト用の型枠 を置 き、長さ20cmの ア

ンカーボル トを配置 してからコンクリー トを打設した。

基礎 コンクリー トは5月28日 まで養生 し、型枠 を取 り外 して土を埋め戻 した。さらに

基礎の天端が水平 となるようモルタルで調整 した。 また門入 り口部分の地面 をコンク

リー トで舗装 した。この部分には、水道の元栓 と量水計が設置されていたため、コンク

リー トはこれらのカバーの高さまで打設 した(写 真3)。

続いて6月25日 、26日 に門柱組み立てと門扉取 り付け工事を行った。門扉は、あ らか

じめ部材を加工 して組み立てた ものを尾道まで自動車で運搬 し、門柱 に取 り付けた。こ

の木工事については、特に難 しい点はなかった。門柱 と門扉は、キシラデコールを2回

塗装 して防腐処理を行った。写真4は 、完成 した裏門である。

写真3森 の家裏門地面のコンクリート舗装
(奥が水量計、手前が止水栓)

写真4完 成した裏門

2-2尾 道夏合宿

8月21日 か ら28日 まで 「第2回 尾道空 き家再生!夏 合宿2011」 が開催 された注3)0こ

の合宿 は一般公募で参加者 を募 り、空き家再生工事の体験実習を行 う他、まち歩きや講

義、ワークシ ョップを行 うイベ ントである。今 回の夏合宿 は、NPO法 人尾道空 き家再

生プロジェク トが、2011年 度JTの 「青少年育成に関するNPO助 成事業注4〕からの助成

を受けた 「青少年のための空き家再生 プロジェク ト」の一事業として開催された注5)0

助成の申請において夏合宿は、「2009年の夏に行った一般及び大学生向けの一週間に

渡る夏合宿を助成金によ り、もっと安い参加費で高校生から大学生を対象に広 く募集 し、

注1)か つて森の家 の屋根瓦 として使われていた もので、庭にス トックされていた。

注2)丸 太 を持 ち上げて落下させ、土 を締め固める道具。今回は直径25cm、 長さ60cmほ どの丸太 に2

本 の角材を取 り付けた もの を自作 した。

注3)第1回 の合宿 は、2009年9月 に行 われた。

注4)JTが 社会貢献活動の一環 として特定非営利活動法人(NPO法 人)な どの非営利法人が行 う 「青少

年 の育成」 に繋がる事業 に対 して助成 を行 うものである。2011年 度 は、193件 の申請の中か ら全

国で45法 人が総額約5,500万円の助成 を受けた。

注5)本 学 も尾道市立大学、東京工業大学 とともに協力団体 として参加 した。
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定員15名 ほどで斜面地の再生 された空 き家に寝泊 まりしながら、近隣の空き家の再生作

業を中心 としたプログラムに参加する。プログラムには再生作業だけでなく、地域のボ

ランティア活動や、地域住民 との交流、エリアが抱 える問題 を見て回るフィール ドワー

ク、関係者によるレクチャーと多岐に渡る。」 と位置づけられた。

2-2-1夏 合宿の企画

5月1日 お よび6月25日 に、NPOの メ ンバー とともに夏合宿の運営方針 と内容につ

いて打ち合 わせを行 った。主な内容は下記の通 りである。

① 参加者は、定員15名 として高校生を対象に募集を行う。 また仕事内容や講義内容を

記載 したチラシを尾道市内の高校に配付する(図5、 図6)。

② 参加費は3万 円とする。(前 回は5万 円)

③ 主会場 は、尾道市東土堂町の通称 「アクアの森」で行 う。アクアの森は、以前はあ

る宗教団体の施設があった場所であるが、現在 はほとんどの建物が取 り壊され、南

西の部分に45m2ほ どの木造家屋の一部が空 き家 として残 されている(写 真5、 写

真6)。 今回の合宿では、この建物を貸家 として使用で きるように外部 と内部の改

装を行う。

④ 庭に屋外キッチンとピザ釜を作る。また時間があれば、木製のステージを作る。

⑤ 本学教員は作業チームのリーダーとして、本学学生はサブリーダーとして参加する。

⑥ 初 日に尾道のまち歩 きを行い、尾道の空 き家の現状を紹介する。 また、2日 目の午

図5夏 合宿参加者募集チラシ(表) 図6夏 合宿参加者募集チラシ(裏)
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写真5ア クアの森に残された空き家(北 面)写 真6ア クアの森に残された空き家(南 西面)

前中、資材や工具を斜面地の麓から現場 まで人力で運び上げる作業を参加者 に体験

させる。

⑦ 夜は、前回の合宿同様に教員が1時 間半の講義を行 う。また、 まちづ くりに関する

ワークショップを企画する。

7月23日 と24日 には、本学メンバーで工事現場の現地調査を行った。 この調査では、

まず屋外キッチンとピザ釜、屋外ステージの設置場所について大まかな位置決めとデザ

インを行った。 さらに改装 を予定 している空 き家について、床下 と天井裏の状態を詳細

に調査 した。その結果、床下につ いては地面が乾燥 してお り、床 も地面か ら高 さ約

60cmに 作 られていたためシロアリの被害や腐敗は見られなかった(写 真7)。 天井裏に

ついても雨漏 りはほとんど見られず、良好な状態であることがわかった(写 真8)。

次にこの調査結果をもとに、NPOと 本学で現状の平面図と内部の改装計画図を作製

した(図7)。 改装の主な点は、次の通 りである。

①2つ の和室のうち、北側の和室 をタタキの土間とする。

② 南側の和室 を板 間とする。またその東側にある脱衣室の壁の塗 り替 えを行 う。

③ 土間と板問の高さが60cm以 上で きるので、板問に上るため高さ40cmの 縁を設ける。

④ 両室の天井 を取 り除き、垂木の間に断熱材を詰める。

写真7家 屋 の床 下 。床 下空 間 は60cm程 度

あ り、状 態 は良 好で あ った

写真8家 屋の天井裏。屋根の雨漏りは
見られなかった
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その他:構 造補強は[A]部 の壁とし、いったん壁 を落 してか ら筋交い+金 物で補強する。

図8 改装家屋の外部イメージ

空き家再生夏合宿2011

アクアの森 建築外観イメージ図

OO 北側の便所は、内側 と外側 に ドアを取 り付け、住宅内部 と庭両方から使用できるよ

うに す る。

⑥

0

外装 は、スギ板の下見張 りで仕上げる(図8)。

東側の廊下を仕切 り、庭側か ら出し入れができる収納庫 とする。
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2-2-2合 宿の準備

前述 した ように今回の合宿は高校生を対象 として計画 されたため、6月 には尾道市内

の高校 にチラシを配布 して参加者募集を行った。しか し、3月 の東 日本大震災の影響で

公立高校が夏休み期間を繰 り上げたこともあり、希望者が集まらなかった。

そこで大学生や社会人か らも参加者を募ることとし、7月 か ら案内をNPOの ホーム

ページに掲載す るとともに、全国の建築系学科 を持つ大学にチラシを配付 したところ、

8月 上旬までに予定参加定員15名 を大 きく上回る申し込みがあった。今 回の作業場所が

十分広いことや、宿泊施設が確保できたことを考慮 した上で、最終的に25名 の参加者を

受け入れることにした。参加者の内訳 は高校生1名 、大学生19名 、社会人5名 であ り、

社会人のうち2名 は前回の合宿にも参加 していた。ただ1人 参加 した高校生は、7月 の

本学のオープンキャンパスで合宿への参加 を勧誘 した福山工業高校の学生であった。

(この学生は、高校 の教員と両親の許可を得 て参加 した。)な お、NPOの 事務所 には、

募集締め切 り後 も多 くの参加希望があった とのことである。

作業については、参加者 を室内作業担 当の土間改装作業チーム(赤 チーム)と 座敷 ・

脱衣所改装チーム(オ レンジチーム)、 屋外作業担 当の便所 ・屋根 ・外壁改装チーム

(緑チーム)、 ガーデ ンキッチン製作チーム(青 チーム)、 ピザ釜製作チーム(紫 チーム)

の5チ ームに分けて、工事開始か ら完成まで割 り当て られた作業に専念することとした。

この作業計画は、ローテーションによってさまざまな作業 を体験させた前回と異なるが、

参加者が1つ の作業に専念することによって完成時の達成感が得 られ、満足度がより高

まるであろうという判断により決定された。作業の全体的な工程表を表1に 、各チーム

単位の詳細な工程表を表2か ら表6に 示す。

2-2-3現 場作業

7月22日 午前中に参加者全員で荷揚げ作業を行った。また22日 午後から27日 午後まで

本学教員の川窪、松富、井之上がリーダーとして、本学学生の北野、真継、林がサブ

リーダー として、それぞれ便所 ・屋根 ・外壁改装チーム、ガーデ ンキッチ ン製作チーム、

ピザ釜製作チームの指導に当たった。以下に荷揚げ作業および本学教員が指導に当たっ

た3チ ームの作業について報告する。なお、この合宿については、地元のテレビと新聞

で紹介 された(写 真9)。

(1)資 材の搬入

自動車が入ることができない路地や階段が続 く尾道の斜面地における建築工事の難 し

さは、何 と言っても資材や機材搬入の困難さにある。またこの点が、住民の高齢化とと

もに住宅の空 き家化を招 く大きな原因となっている。参加者がこれらの問題を理解する
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表1 夏合宿現場全作業工程一覧 表2 夏合宿現場作業行程一覧 (赤 チーム 用)

夏合宿 現場作業行程一覧

作業 土間

箇所
トイレ

屋根

外壁

ガーデン

キッチン
ステ一ジ ピザ釜

担当 職人+新田 島田+山本 川窪+大 手前学生 松富+学 生 *余裕があれは 井之上+学生

2日目午前
土のうの会

資材搬入

土のうの会

資材搬入

土のうの会

資材搬入

土のうの会

資材搬入

土のうの会

資材搬入

土の うの会

資材搬入

2日目午後

天井 ・床間解体

壁はがし

〔脱衣所も)

たたみ撤去

天井解体

床解体

押し入れ解体

壁はがし

トイレ養生

壁はが し

シーラー塗り

屋根下地準備

東側壁作り

壁はがし

草苅

木の根撤去等

地固め

基礎部制作

草苅

木の根撤去等

地固め

基礎部制作

3日目午前
床コンパネ張 ワ

屋根裏材準備
屋根裏材準備

屋根瓦降ろし

屋根土降るし

下地解体

ブロック積み
プロツクで

土台づくり

3日目午後

屋根裏仕上げ

〔断熱 ・杉小幅

板垂木直汀ち}

屋根裏仕上げ

(断熱 ・杉小幅

板垂木直打ち〕

屋根下地張り

土練n直 し

瓦の土葦き

レンガ積み
耐火 レンガ

積み

4日目午前

シーラー塗n

〔脱衣所も)

掃除

シーラー塗 り

掃除

養生

外壁下地準備

下見板準備

〔塗装含む)

作業台と

流し台設置
表面仕上げ

4日目午後

養生

西側壁下地塗 り

〔ブ レサンド)

中塗り土仕上げ
下見板張り

塗装

表面

タイル貼り
表面仕上け

5日目午前 座敷漆喰塗ワ 縁側材料準備
珪藻土

仕上げ

ドア2つ塗装

窓2つ塗装 水道設置

草苅

木の根撤 去等

地固め

6日目午前
脱衣所

珪藻土塗り

縁側設置

玄関 ドア設置

土間部分

モルタル塗り

ステン ドグラ

ス準備

基礎石設置

木材塗装

7日目午前 フロア材張n
土間たたき

仕上げ

土間部分

仕上げ

ステン ドグラ

ス取り付け
根太設置

7日目午後 フロア材塗装
玄関ポーチ

仕上げ

ドア2つ

窓2つ

取n付 け

デッキ材設置

8日目午前
掃除

草苅

掃除

草苅

掃除

草苅

掃除

草苅

掃除

草苅

掃除

草苅

掃除

草苅

*色ことにグループ分け(どのグループも木工と左官または瓦葺きの体験が出来る)

*1グループ参加者6名ほど、午前午後ともに3時間の作業時間

夏合宿 現場作業行程一覧(赤)ス タッフ用

作業 材料・消耗品
箇所

道具 注意点

担当 職人+新田

2日目午前
土のうの会

資材搬入
軍手 ・土のう袋 てみ ・大八車

一番熱中症が心配な日

K分補給等対策徹底

2日目午後

天井 ・床間解体

壁はがし

(脱衣所も)

絨毯 ・たたみ撤去

軍手 ・マスク ・米袋

ゴミ袋・土のう袋

綿かべ落 とし材

ビ=一ルひも

脚立 ・パール

スクレーパー

のこぎり・刷毛

力ツター

ホコリ注意

畳は下の段へ移動

ゴミ置場を決める

3日目午前
床コンパネ張り

屋根裏材準備

構造用合板7枚

ビス66mm

野地板

ペンキ(薄緑系)

新聞紙

インパク ト2つ

丸ノコ ・のこぎり

刷毛 ・ペ ンキ入れ

屋根裏材準備は外で

丸ノコは危ないので

スッタップのみ使用

野地板は幅が広くない

ので、手のこで切断

3日目午後

屋根裏仕上げ

(断熱・野地板垂木

直打ち}

断熱材

準備した野地板

釘45mm

インパクト2っ

脚立

カッター

野地板を貼る作業は大

勢では不可能、手持ち

無沙汰な人がないよう

4日目午前

シーラー塗り

(脱衣所も)

掃除

シーラー材
刷毛 ・器

掃除道具

梁などのホコリ落とし

チリ掃除

4日目午後

養生

西側壁下地塗り

(ブレサンド}

新聞紙・養生テープ

養生ロール

プレサンド

コテ ・コテ板

バケツ・ミキサー

ブラシ

・床面は新聞、窓面は

ロールで養生

5日目午前 座敷漆喰塗り

漆喰

かんすい石

軽砂

コテ ・コテ板

バケツ・ミキサー

脚立大小

ひしゃく

ブラシ ・ちりぼうき

出来れば、参加者全員

に職人さんのコテさば

ぎや塗り方を抜露

6日目午前
脱衣所

珪藻土塗7
珪藻土

コテ ・コテ板

バケツ・ミキサー

脚立大小

ひしゃく

ブラシ ・ちりぼうき

タッチを残すような塗

り方

7日目午前

フロア材準備

〔サンダーがけ)

フロア材張り

足場板 枚

ビス75mm

サンダー ・のこぎリ

インパクト・かんな

外でサンダーかけ

ムク足場板脳天打ち

7日目午後 フロア材塗装 塗装剤 刷毛 ・器

8日目午前
掃除

草苅

掃除用具

草苅用具

表3 夏合宿現場作業行程一覧 (黄チ ーム 用) 表4 夏合宿現場作業行程一覧 (緑 チーム 用)

夏合宿 現場作業行程一覧(黄)ス タッフ用

作業

箇所
土間 材料・消耗品 道具 注意点

担当 島田+山本

2日目午前
土のうの会

資翻搬入
軍手 ・土のう袋 てみ・大八車

一番熱中症が心配な日

水分補給等対策徹底

2日目午後

天井解体

押し入れ物入れ解体

壁はがし

軍手 ・マスク ・米袋

ゴミ袋 ・土のう袋

綿かべ落 とし材

脚立 ・パール

スクレーパー

のこぎり・刷毛

ホコガ王意

畳は下の段へ移動

ゴミ置場を決める

3日目午前
屋根裏材準備

解体後の壁下地

野地板

ペンキ 〔薄緑系〕

新聞紙

プレサンド

のこぎり・ローラー

刷毛 ・ペンキ入れ

コテ ・コテ板

船 ・クワ・ブラシ

丸ノコは危ないので

スッタ ッフのみ使用

野地板は幅が広くない

ので、手のこで切断

3日目午後

屋恨裏仕上げ

(断熱 ・杉小幅板垂

木直打ち}

断熱材

準備した野地板

$138mm

かなづち

脚立

カッター

野地板を貼る作業は大

勢では不可W手 持ち

無沙汰な人がないよう

4日目午前

床解体

シーラー塗 ワ

掃除

養生

米袋

シーラー材

養生テーフ

パール・釘板き

刷毛 ・器

掃除道具

脚立

・床材は再利用可能なよ

うに

梁などのホコリ落とし

チリ掃除

4日目午後 中塗り土仕上げ 中塗り土

コテ ・コテ板

胎 ・クワ

ブラシ

・床は養生不要

5日目午前
縁側材料準備

玄関ドア準備

足場板2枚

束用木材

束石5個

防腐塗料

ドア ・養生テーブ

ペンキ 〔薄緑系〕

サンダー ・紙ヤスリ

のこぎり

インパク ト

かんな

刷毛 ・器

ドアは入n口 幅を廃材

を使つて調整必要
・足場板はSOanに刻んで

16枚用意し裏を塗装

束用の木材も塗装

6日目午前
緑側設置

玄関ドア設置

ビス75mm

踏み石

古い瓦

通気口網

インパク ト

水平器

スコツプ

奥の床の レベルでよし
・瓦でたたぎの仕切 り

7日目午前
土間たたき

仕上げ

まさ土

石灰

にがつ

コテ ・コテ板

船 ・クワ・ひしゃく

ブラシ ・バケッ

たたく道具

(廃材で作る)

山本さんに解説しても

らう

7日目午径
玄関ポーチ

仕上げ

白セメント

砂

割れ瓦

コテ ・コテ板

船 ・クワ・ひしゃく

ブラシ ・バケツ

スポンジ

割れ瓦でモザイク

8日目午前
掃除

草苅

掃除用具

草苅用具

夏合宿 現場作業行程一覧(緑)ス タッフ用

作業 材料・消耗品
箇所

道具 注意点

担当 川窪+大手前学生

2日目午前
土のうの会

資材搬入

土のうの会

資材搬入
軍手 ・土のう袋 てみ ・大八車

・一番熱中症が心配な日

・水分補給等対策徹底

2日目午後

トイ レ養生

壁はがし

シーラー塗つ

屋根下地準備

東側壁作り

壁はがし

土準備

軍手 マスク 米袋

ゴミ袋 ・土のう袋

養生テープ&シー ト
、 一ソー7一

屋根下地用コンパネ

壁用コンパネ

ピス・リサイクル壁土

脚立 ・バール

スクレーパー

のこぎり・刷毛

丸ノコ

インパ クト

船 ・クワ・シート

トイ レ1落下防止材

・ホコリ注意

ゴミ置場を決める

・土葺 き用の土に水を加

えて練り直しておく
・乾かないようにシート

で覆 う

3日目午前

屋根瓦降ろし

屋根土降るし

下地解体

軍手・マスク ・米袋

ゴミ袋 ・土のう袋

脚立 ・くわ ・てみ

ブルーシー ト

バール

・足場無してやるので、

一番上は本職さんに

・参加者は下から手伝う

3日目午後

屋根下地張り

土練 り直し

瓦の土葺き

準備 した下地材

ビス・用意した土

リサイクル瓦

カφつち 脚立

コテ ・コテ板

船 ・クワ・ブラシ

・脚立で難しいところは

本職 さんに頼み解説を

4日目午前

外壁下地準備

下見板準備 野地板5坪分

サンダー ・紙ヤスリ

のこぎり

・外で準備

・準備できたものから

どん どん張付けていく

4日目午後
下見板張り

塗装

準備 した下見板

釘45mm

ペンキ 〔白 ・油性)

のこぎり・かなづち

刷毛 ・器 ・ローラー

脚立

・全部張付けてか ら、臼

ペンキを塗る

5日目午前
珪藻土

仕上げ

ドア2つ塗装

窓2つ塗装

珪藻土

ドア2つ・小窓2つ

ペンキ 〔薄緑)

養生テープ ・新聞

のこぎり・かんな

インパ クト

刷毛 ・器

コテ ・コテ板

クワ ・ブラシ

バケツ・マゼラー

トイ レはタイルよワ上

部を珪藻土仕上 げ
・塗り面が少ないので、

参加者全員が体験でき

るように配慮必要

6日目午前
土間部分

モザイク仕上

ステン ドグラス

準備

白セメン ト

古い割れ瓦

タイル コテ ・コテ板

クワ ・ブラシ

バケツ・スポンジ

トイ レ前の土間の部分

を割れた瓦でモザイク

仕上げ

7日目午前
ステン ドグラス

取り付け

ステンドグラス

廃材など

ビス

インパ クト

ステ ンドグラスの寸法

ですが、約siaxasa

〔厚5-6mm)で 製

作中,za日(火)の 夜

に完成予定。

7日目午後

ドア2つ

窓2つ

取 り付け

ドア2つ

窓2つ

ビスほか

インパ クト
*この 日は予備日です,

多分後ろにずれ込んで

いるはず

8日目午前
掃除

草苅

掃除

草苅

掃除用具

草苅用具
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尾道市にお ける空 き家再生活動への参加報告(そ の3)

表5夏 合 宿現 場作 業行 程一 覧(青 チ ーム用)表6夏 合 宿現 場作 業行 程一 覧(紫 チー ム用)

夏合宿 現場作業行程一覧(青)スタッフ用 夏合宿 現場作業行程一覧(紫)スタッフ用

作業 材料

箇所
道具 注意点

担当 松畠+学生 *余浴か筋 れば

1

2日目午前
土のうの会

資材搬入

1

てみ ・大八車
・一番熱中症が心配な日

・水分補給等対策徹底

2日目午後

草苅

木の根撤去等

地固め

基礎部制作

軍手 ・ゴミ袋

1

草苅道具、シャペル

たこ ・メジャー
直線で

3日目午前 プロツク愼み

1

ブロック65個

セメン ト砂

鉄筋 〔細)

コテ ・コテ板

船 ・クワ・ブラシ

水平器

グ リル部分のみ耐火煉

瓦敷く。あとは、ブ

ロックを置くところの

み捨てコン

設備屋さんも同伴、ブ

ロック穴に給水管通す

3日目午後 レンガ積み
レンガ50個

鉄筋(太 〕

1

コテ ・コテ板

レンガコテ ・水平器

船 ・クワ・ブラシ

グ リル用に太い鉄筋で

2段

4日目午前
作業台と

流し台設置

1

コンパネ

メツシュ

セメン ト・砂

流し台 ・鉄筋

コテ ・コテ板

レンガコテ ・水平器

船 ・クワ・ブラシ

セメント製の流し台に

合わせて足部分の幅を

決める

4日目午後
表面

タイル貼り

タイル白

タイル緑

タイルボンド

タイルコテ ・コテ板

クワ ・ブラシ ・クシ

バケツ・スポンジ

リサイクルタイルを洗

うところから

5日目午前

1

草苅

木の根撤去等

地固め

木材塗装

防腐塗料

草苅道具、シャベル

たこ ・メジャー

刷毛 ・ローラー ・器

塗料の乾きが悪いので

早めに塗って組み立て

までによく乾かしてお

く

6日目午前 基礎石設置

プロツク ・ビス

足場板12枚

大引材5本

束柱材(廃 材〕

インパク ト

水平器
・基礎石はブロックで

・足場板は4メー トルの

まま

7日目午前 根太設置
根太材

ビス

インパク ト

水平器

7日目午螢 デッキ材設置
足場板

ビス

インパク ト

水平器

8日目午前
掃除

草苅

掃除

草苅

掃除用具

草苅用具

作業 ピザ釜

箇所
材料 道具 注意点

担当 *余浴か筋 れば 井之上+学生

「

2日目午前
土のうの会

資材搬入
てみ ・大八車

一番熱中症が心配な日

水分補給等対策徹底

2日目午後

草苅

木の根撤去等

地固め

基礎部制作
■

軍手 ・ゴミ袋
草苅道具、シャベル

たこ・メジャー

3日目午前
プロツクで

土台づ くり

ブロック

鉄筋

コテ・コテ板

胎 ・クワ・ブラシ

水平器

ブロックを置くところ

のみ捨てコン

3日目午饅
耐火レンガ

積み
ピザ釜キット

コテ・コテ板

レンガコテ ・水平器

船 ・クワ・ブラシ

4日目午前

.

表面仕上け.
割れ瓦

臼セメン ト

タイルコテ ・コテ板

クワ・ブラシ ・クシ

バケツ・スポンジ

割れ瓦モザイク仕上げ

4日目午後 表面仕上げ
割れ瓦

臼セメン ト

タイルコテ ・コテ板

クワ・ブラシ ・クシ

バケツ・スポンジ

5日目午前

草苅

木の根撤去等

地固め

木材塗装

防腐塗料

草苅道具、シャベル

たこ・メジャー

刷毛・ローラー・器

塗料の乾きが悪いので

早めに塗って組み立て

までによく乾かしてお

く

6日目午前 基礎石設置

ブロック ・ビス

足場板τ2枚

大引材5本

束柱材(廃 棚

インパク ト

水平器
基礎百はブロックで

足場板は4メー トルの

まま

7日目午前 根太設置
根太材

ビス

インパク ト

水平器

7日目午後 デッキ材設置
足場板

ビス

インバ.クト

水平器

8日目午前
掃除

草苅

掃除

草苅

掃除用具

草苅用具

写真9
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中国新聞に掲載された夏合宿の記事

ためには、 自分で体験 してみるのがベス トな方法であろう。したがって今回の合宿では、

現場作業の第一段階として、合宿参加者全員が資材搬入作業を行 うことにした。

NPO法 人 ・尾道空 き家再生プロジェク トでは、空 き家改修工事のため月一回のペー

スで 「土嚢の会」 と呼ぶ作業を行っている。土嚢の会は、人力のみによる資材搬入であ

り、その方法は両手を広げた間隔で人間の列を作 り、バケツリレーの要領で土嚢 に詰め

た砂や砂利、セメン ト袋、コンクリー トブロックを手から手へ渡 して斜面地上部に運び

上げる作業である。すべての資材が列の末端まで移動すると、再度列 を作って同 じ作業
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を目的地まで繰 り返す。

今回は、夏合宿参加者に加え、協力を申し出てくれた地元の居酒屋スタッフ合計約40

名で、 トラックが入ることができる光明寺階段下か らアクアの森 まで250mあ まりの資

材搬入作業を行った(写 真10)。 作業が終わった直後は、全員が疲れ果て口もきけない

状況であった。

写真10人 の手渡しによる資材搬入の様子

(2)便 所 ・屋根 ・外壁工事

川窪が リーダーを務めたこのグループの作業内容は、他のグループに比べ多岐にわ

たっていた。主な作業は次の通 りである。

1)便 所の壁の塗 り替え、 ドアの付け直し

便所は、手前に小便器、奥 に和式大便器が設置 されていた。また、壁 は土壁で、その

上に漆喰が塗 られていたが、ひび割れや剥離がひどい状態であった。22日 午後は、この

漆喰を塗 り替えるため、漆喰を剥がす作業を行った。まず養生シー トで剥が した漆喰が

便器の中に入 らないようマスキングするとともに、大便器の上にコンパネを敷 き、作業

の安全性 を確保 した。古い漆喰を剥がす作業にはカワスキとケレン棒 を使用 したが、漆

喰が乾燥 していたため簡単に終了 した。続いて土壁 と新 しい漆喰 との付着を良 くするた

め、表出した土壁にシーラーを塗布 した。シーラーを23日朝 まで乾燥 させ、漆喰が付着

しないように便所の床や窓枠、天井が壁 に接する箇所 を養生 シー トでマスキングした後、

漆喰塗 りを行った。

また、便所内部の開き戸のベニヤ板が腐敗 していたので修理することにした。そのた

めには、まず扉の蝶番を取 り外す必要があったが、蝶番を止めている木ね じが錆びて蝶

番に硬 く癒着 してお り、 ドライバーで外そうとするとネジ穴が潰れてしまった。そこで

グラインダーで蝶番を切断して扉を取 り外 し、切断面をヤスリで滑 らかにしてから新し

い蝶番 を取 り付けた。さらに扉の合板を取 り除 き、現場にあった古材の板や竹を小釘で

桟に打ち付 けて扉 を修理 したが、この古材が扉の面白いデザインを作 り出す結果 となっ

た。
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2)便 所下屋部分の瓦葺 き直 し

便所 は、一部の屋根瓦が破損 してお り、内部に雨漏 りの跡が見 られた。また軒の左半

分の垂木や野地板が腐敗 していたため、合宿前 日に瓦を降ろし、大工棟梁の豊田氏に依

頼 して新 しく作 り替えていただいた。また、瓦葺き直 し作業は高所作業となるため、合

宿前 日に単管足場 を組み立てた。

22日 午後、前 日に降ろした瓦の下土や室内で撤去 した壁土の練 り直しを行った。まず、

ブロックを長方形に並べ、その上にブルーシー トを敷いて大きさ約3m×2mの 土練 り

用のプールを作った。次 に土嚢袋に入れた古い壁土に水をかけて崩 しやす くしてか ら、

このプールに移 した。さらに水を加えなが ら、ゴム長靴を履いたメンバーが足で踏んで

土塊 をつぶす とともに、鋤簾(じ ょれん)で 均一の粘度になるよう土 を練 り直 した(写

真11)。 この作業終了後、プールの上にもう一枚のブルーシー トを掛けて土 を一晩寝か

せた。

23日 午前 中から、瓦職人の尾上貴規氏の指導のもとで瓦の葺 き替え作業を開始 した。

まず、メ ンバーが2名 足場 に上って残 った瓦を降ろし、下土を取 り除いた。この下土は

前 日同様、プールで練 り直して再利用 した。 しかし、23日 は午後か らの雨で作業中止 と

なったため、屋根 にブルーシー トを掛けた。

雨が上がった24日 朝から作業を再開した。まず、瓦を降ろした野地板の上にアスファ

ル トルーフィングを敷 き、タッカーで固定 した(写 真12)。 また前 日までに降ろした瓦

を傷みの程度によって再利用で きるものとできないものに仕分けし、再利用できるもの

には ドリルで引っかけ桟に銅線を結びつけて固定するための穴を開けた。

瓦の葺 き替えは、チームのメンバーが一一人ずつ交代で足場 に上って行った。 この作業

では、まずアスファル トルーフィング上に瓦の長さに合わせて引っかけ桟を釘打ち した。

次に練 り直 した土を載せて瓦を押 しつけて接着 し、銅線で瓦と引っかけ桟を結びつけた。

尾上氏 によると、今回のように土を使 って瓦を葺 く方法は、現在ではほとんど行われな

いらしく、この建物の屋根 をオリジナルな状態に復元 した作業は、メンバーにとって貴

重な体験 となった。

写真11足 踏みによる古い土の練り直し 写真12野 地 板 にア ス フ ァル トル ー フ ィング

を敷 き、 タ ッカーで止 め る
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ところで、便所の屋根か ら降ろした瓦のうち、再利用可能なものは葺 き替えに必要な

枚数の半分 しか確保で きなかった。そこで現場にス トックされていたサイズの異なる瓦

を屋根の残 り半分に使用することにした。2種 類の瓦の境 目は、半円形の棟瓦を乗せて

収めたが、その結果、写真13の ようにユニークな瓦屋根 となったと思われる。

写真13完 成した便所の屋根。左と右の瓦の大きさが違うため、境目に棟瓦を乗せた

3)外 壁工事

24日午後か ら27日午後まで、外壁の北面と東面の外壁のスギ板下見張 り工事を行った。

まず外壁の柱 に廃材を利用 した付け柱 と、付け柱の間の地面か ら高さ30cmの 位置に幅

20mm× 厚 さ10mmの 胴縁 を取 り付けた。次に付け柱の幅に合わせて切断した幅20cm×

厚さ12mmの 杉板 を下の板に30mm重 ねて釘で打ち付け(写 真14)、 古い土壁を覆った。

さらに杉板の取 り付けを終えた後、油性の白ペ ンキを2回 塗装 した(写 真15)。

写真14杉 板の下見張り工事 写真15下 見張りの壁の塗装

(3)屋 外キッチ ン製作

22日午後か ら、 まず整地作業として設置場所周辺の草刈 りを行った。次に水糸を張っ

て基礎 の水平出しを行い、捨てコン用 に長 さ4m× 深さ30cmの 溝 を掘った。 この溝 に

コンクリー トを打設し、屋外キッチ ンの基礎を作製した。また基礎の上 に積 むブロック

の縦筋 として、ブロックのジョイント位置にD10の 鉄筋を差 し込んだ(写 真16)。

23日午前中からブロック積みを行い、25日 午前中までかかって背面壁および袖壁のブ

ロック4段 を積み終 えた(写 真17)。25日 午後には、ブロックの上段にキッチ ンの天板

用の型枠 を組んで、モルタルを流 し込んだ。その上に解体 された住宅にあった古い流 し
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を設置し、キッチン背面をモルタルで仕上げた。

27日 までモルタルを養生し、天板 と流 し表面にやはり解体 された住宅で使われていた

デザイ ンタイルを貼 り付けた。また背面には、 タイルによって 「MORIK【TCHEN」 と

いう銘板 を作製 した(写 真18)。 なお、キッチンの給排水工事は、水道業者に依頼 した。

モルタル養生 を行う問、26日 に耐火煉瓦 と耐火モルタルを用いてバーベキューコンロ

を作製 した(写 真19)。 耐火煉瓦の隙間には、合計4本 のコンロのゴトク用鉄筋を差 し

込んだ。

写真16屋 外 キ ッチ ンの ブ ロ ック積 み

写真18屋 外キッチン背面のデザイン

写真17ブ ロック積 みが終わ った屋外 キ ッチン

写真19バ ーベ キ ュー コン ロの作成

(4)ピ ザ釜の作製

ピザ釜 には、耐火 レンガと耐火 レンガをアーチ型 に積み上げるための木製型枠 とが

セットになった市販キットを使用 した。

工事 は、22日 午後か ら屋外キ ッチンの工事同様 に設置場所周辺の草刈 りを行い、捨て

コン用に縦1m× 横1m× 深さ30cmの 穴を掘った。次に穴の底の地固めをしてから型枠

をはめ込み、ブロックの基礎 となるコンクリー トを打設 した。またこの時、ブロックの

縦筋 をコンクリー トの四隅に差 し込んだ(写 真20)。 そして23日 午前中までコンクリー

トを養生 してから型枠を取 り外 した。

24日 午前中には、合板で縦1m× 横1m× 高さ4cmの 型枠 を作 り、その中にモルタル

を流 し込んでピザ釜を乗せる天板を作製 した。

25日 は、午前中か らブロック積みを行った。ブロックを4段 積み終 えた後、前 日に作

製 した天板 を乗せた(写 真21)。 次に天板の上にアーチ型の木枠を組み、それに合わせ
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て耐火 レンガを積み上げた。耐火 レンガの接着には耐火モルタルを使用 した。一方、釜

の外側の目地は、通常のモルタルを使用 して隙間を埋め、 さらにアルミホイルとメタル

ラスを貼 り付けた(写 真22)。 なお、ピザ釜の外観は、チームのメンバーで相談 した結

果、猫 をイメージしたデザインに仕上げることにした。

26日 は、メタルラスの上にモルタルを塗 り、瓦の破片や タイルを貼 り付 けた。 これは、

破砕 タイルと破砕瓦によるデザインの試みである。ただし、猫の耳に当たる部分は、瓦

の破片が大きくて貼 りつけに くいため、モルタルと破砕タイルのみで作製 した。27日 午

前中には、ピザ釜に火入れをして型枠を焼却すると共に耐火モルタルを焼成 した(写 真

23)o

写真20ピ ザ釜の基礎作成

写真21ピ ザ釜のブロ ック上 に設置 された天板

写真22耐 火煉瓦の釜をアルミホイルと
メタルラスで包む

写真23ピ ザ釜への火入れ

3.木 製ステージの制作

10月 から12月 まで夏合宿の作業場所 となったアクアの森において木製ステージの制作

を行った。この作業は、夏合宿のオプション作業 として予定 されていたが、合宿中に行

うことができなかったため、本学チームが設計 ・施工することになった。
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3-1ス テージの設計

ステージは、横幅4m× 奥行 き3mllcm× 高さ65cmの 木造ステージとして設計 した。

図9に 正面図および側面図、図10に 基礎配置図を示す。このステージは、コンクリー ト

ブロックの束石の上に立てられた束の上に大引きを乗せ、さらにその上に床板を貼 った

構造である。 また、ステージに上る2段 の階段は、正面から2列 の束 に取 り付けた天秤

により支えられ、奥行 き方向は東 と大引きとを方杖で、横方向は東同士を根がらみで補

強される。

東側面図一IIII
GL

o

き[ 甲
南正面図

図9ス テージ正面図および側面図
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3-2短 冊プレー ト付き束石の作製

ステージの床構造は、木造住宅のものとよく似てお り、本学チームには昨年 と一昨年

に住宅の床 を作製 した経験がある。住宅の床は周囲を壁によって固定 されているため水

平方向の力 によって床がずれることはないが、ステージの床には周囲の壁がなく、また

床か ら束 にかかる荷重 も小 さい。 したがって、水平方向の力に対 して束が束石からずれ

て しまう恐れがあるため、ネジやボル トで東を固定できる金属板が取 り付 けられた 「短

冊プレー ト付 き束石」を使用 した方がよい。 しかし、短冊プレー ト付 き束石は高額であ

り、またアクアの森までの搬入を考えると使用は難しい。その代案 として、夏合宿の際

に搬入 したコンクリー トブロックに平金具を差 し込んだ束石を使用することにした。

10月29日 には、 コンクリー トブロックに平金具 を取 り付ける作業を行 った。この作業

では、幅390mm× 厚 さ120mm× 高さ190mmの コンクリー トブロック20個 をコンパネの

上に並べ、中央の穴に長さ40cm× 幅3cm× 厚 さ3mmの 鉄製平金具を底まで差 し込み

モルタルを詰めて固定 した。なお、平金具の中心がブロックの穴の中心 と重なるように

固定するため、表面にガイ ドラインを描いた木製アダプターを工夫 した(写 真24)。 作

製 したコンクリー トブロックの東石は、11月26日 までモルタルの養生を行 った。

写真24短 冊 プ レー ト付 き束石 と木 製 アダ プ ター

3-3束 石の設置

10月29日 にステージを作る敷地の草刈 りを行った。次に遺 り方(や りかた)を 作 って、

横方向お よび奥行 き方向に910mm間 隔で水糸を張 り、束石を配置するための位置出し

を行った。そ して水糸の交点を中心 とした20箇 所 に横40cm× 縦80cm× 深さ30cmの 穴を

掘 り、底に砕いた瓦を敷いてタコで突 き固めた後、捨てコンの厚みが10cmと なる深 さ

まで土 を戻 して再度タコで突 き固めた(写 真25)。

次に穴の中に廃材 を利用 して作製 した横30cm× 縦60cmの 型枠を設置 し、型枠の天端

まで捨てコンを打った(写 真26)。 なお、ステージの床は水平 になるように製作する必

要があるが、東石 を設置する時のモルタルの盛 りと東の高 さで調節することとし、型枠

の設置高さは大まかに設定 した。
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幸い今回の作業では、NPOが 他の現場 で使用 しているモルタルミキサーを借 りるこ

とができた。そこで、まずモルタルミキサーでセメン トと砂 を水で練 ってモルタルを作

り、次にモルタルをフネに移 して骨材 として破砕 した瓦を混ぜ、人力でコンクリー トを

練った(写 真27)。 この方法は、初めから人力でコンクリー トを練る方法に比べると効

率的で負担の少ない ものであった。 また、骨材 として砂利の代わりに破砕瓦を使用 した

のは、砂利を少人数で現場 まで搬入するのが大変であること、ステージには大 きな長期

荷重がかか らないこと、 さらに現場に放置されている破損 した瓦の再利用ができること

を考慮 した ものである。捨てコンの打設終了後、東石全面 をブルーシー トで覆い11月26

日まで養生 した。

11月26日 には、捨てコンの型枠を取 り外 し、10月 に作製 したコンクリー トブロック製

束石の設置を行った。まず、レベルで捨てコン天端の高さを計測 し、最も天端が高かっ

たC-2(図10参 照)を 基準 としてモルタルを盛 り、束石の高さを揃えて設置する作業

を行った。 しかし、予想以上に天端の高さのばらつきが大 きかったため、束石の安定を

考えた上でモルタルの盛 り上げ高は30mm以 内とし、ステージ床面の水平 は、束の高さ

で最終的な調整 を行うことにした。 したがって、ここでは水準器を確認しながら東石上

面を木槌で軽 く叩き、束石の縦方向と横方向の水平を調整する作業のみを行った。翌27

日には、モルタルが乾燥 したことを確認 した上で、捨てコンの上に土 を戻 して踏み固め

た(写 真28)。

写真25捨 てコン用の木枠。底に土を入れ
突き固めた

写 真27モ ル タル ミキサ ー(左)と フ ネ

写真26型 枠天端まで捨てコンを打つ

写真28土 を戻 したステージ基礎の並び

一119一



大手前大学論集 第12号(2011)

3-4束 と大引きの設置

11月27日 には、 レベルによる測定 を行い、C-2の 束石上面を基準 として各束の高さ

を決定 した。そ してこの高さにホゾの高 さ50mmを 加えた長 さに90mmス ギ角材を切断

し、ホゾを加工 して束を作製 した(写 真29)。 前年までの床工事では、ホゾ加工はノコ

ギ リを使用 して行っていたが、今回は切 り落とす部分 に電動丸ノコで深さ30mmの 刻み

を3箇 所入れ(写 真30)、 ノ ミを使 って木口か ら溝が刻 まれた箇所を掻 き取 る方法 を用

いた。 この方法は、夏合宿において大工棟梁の豊田氏か ら学んだ ものであるが、非常に

効率的であった。

また、束の作製と平行 して、長 さ3mの 大引きの加工 も行った。この作業では、まず

A列 からE列 まで奥行き方向に配置 した束石の短冊 プレー トの間隔を測定した。次に測

定 した間隔で幅30mm× 長さ90mmの ホゾ穴を90mmス ギ角材の上に墨出しし、穴あけ

を行った。ホゾ穴の大きさは、束が少々きつめにはまり込むよう加工 した。この作業は、

15mmφ の木工用 ドリルで墨内部に深さ50mmの 穴 を連続的に掘 ってホゾ内部の木材 を

取 り除き(写 真31)、 残った部分をノミで成形す る方法によって効率 よく行 うことがで

きた。続いて束を大引きに差 し込んでステージの脚部を組み立てたが、 この組み立てに

先立ち、ホゾ穴内部と木口にキシラデコールを塗布 して防腐処理を行った。

12月9日 に5本 の脚部を束石の上に借 り置 きして、大引 きの水平を水準器により確認

した。その結果、大引 きの水平には問題がなかったが、D-3、D-4、E-2、E-4の 束

と束石 との問に3mm～5mm程 度の隙間ができることがわかったため、束下部に隙間

に合わせて調整 した板を釘で打 ち付けた。次に脚部を油性の白ペ ンキで2回 塗装 した後、

各束 と束石の短冊プレー トを長さ45mmの 木ね じで3箇 所ずつ固定 した。 さらに脚部両

面の束 と大引 き接合部をかすがいで補強した(写 真32)。

写真29束 のホゾ部分 写真30束 に電動丸ノコで深さ30mmの
刻みを入れた部分
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写真31電 動ドリルを使用した大引きの
ホゾ穴加工

写真32束 と大引きをかすがいで補強

3-5脚 部の補強と床板取り付け

12月10日 には、束 と大引きを方杖で補強 した。方杖 には、幅30mm× 高さ40mm× 長

さ440mmの マッ垂木材を使用 した。 また、大引 き同士(ス テージの横方向)は 、高さ

70mm× 厚 さ12mmの マツ抜 き板の根がらみで補強した(写 真33)。 さらにステージに上

る階段 用の天秤 として、幅45mm× 高さ70mmの スギ根 太材 を前面か ら2列 の束 に

75mmの 木ねじで取 り付けた(写 真34)。

最後 にステージの床板 と階段 を取 り付 けた。床板 と階段 には、幅240mm× 厚 さ

30mm× 長さ4mの スギ足場板をそれぞれ14枚 と2枚 使用 した。まず、板の表面を電気

カンナでカンナ掛 けした後、地面にブルーシー トを敷 き、その上で板全面を油性の白ペ

ンキで2回 塗装 した。次に大引 きの中心を墨出しして、その前方 と後方に足場板 を7枚

ずつ振 り分 けて配置 し、長 さ75mmの モクネジで固定 した。このとき厚 さ12mmの 合板

を差 し込んで、足場板の間隔が等 しくなるように調節 した(写 真35)。 階段用の足場板

も天秤の上に長さ75mmの モクネジで固定した。すべての足場板 を取 り付けた後、水準

器でステージの水平を確認して工事 を終了 した(写 真36)。

写真34階 段用の天秤
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写真35床 板の取り付け 写 真36完 成 した屋外 ステ ージ

4.ま とめと今後の方針

本学の尾道における活動 も3年 目を迎え、NPO法 人 ・尾道空 き家再生プロジェク ト

との信頼関係 も深 まった。今年の活動を 「学生に対する社会体験教育」 という点から振

り返ると、夏合宿において本学の学生達が工事や合宿生活のリーダーシップを発揮でき

たことが大きな収穫であった。また他の作業においても、資材や機材、活動時間などの

制限に対 して、 どのように工事の段取 りをすべ きかを熟考できたこと、そして 「地域社

会に役立つものを完成させた」 という成功体験を得たことも大きな収穫である。 さらに

本年度参加 した4年 生 も無事就職が決 まったが、就職面接時において尾道の空 き屋再生

活動についていろいろ と話が弾んだとのことである。

しかし、3年 間の活動を通 じて下記のような問題点も明らかになった。

① 学生 には実習終了後、 日報を書かせてポイントや反省点を整理させているが、次回

の活動まで1ヶ 月の間隔があると整理 した内容 を忘れがちで、それらを作業に生か

す ことができない。

② 毎月、NPOと の活動 日程調整を行 う必要がある。またNPOが 本学のため に仕事

(工事)を 用意 してお く必要があ り、その工事の完成 に長い時間を要する。

③ この3年 間、夏合宿以外は月一回金曜 日の夕方か ら尾道入 りし、土曜日と日曜日に

実習 を行うという日程で活動を続けてきた。 しか し、これは参加学生にとっては設

計製図演習などの課題に取 り組む時間が失われることにもなる。 もちろんこの点は

事前 に学生に説明済みであ り、学生も納得 した上で活動に参加 しているわけである

が、課題の仕上が りや学生の成績を見ると、学業面への影響が年々大きくなってい

るように思われる。

そこで来年度は、まず学内において参加者に対する事前教育を行った上、ゴールデン

ウィークや夏休みなどの長期休暇を利用 した合宿形式でこの活動を行 うこと考えている。
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この計画の細部 については、年度内に担当教員で検討する予定である。
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